
１． 説明⽂ 
（１）この⽔害リスクマップは、流域治⽔の推進を⽬的として、⾼頻度（年超過確率１／５〜１／１０）、中⾼頻度

（年超過確率津１／２５〜１／３５）、中頻度（年超過確率１／５０〜１／７０）、中低頻度（年超過確率１／
１００）、低頻度（年超過確率１／２００）の降⾬により浸⽔した場合に想定される多段階の浸⽔想定図を重
ね合わせたものであり、年超過確率ごとの浸⽔範囲（浸⽔深５０cm（床上浸⽔想定）以上）を⽰した図⾯で
す。 

（2）この⽔害リスクマップは、現況の利根川中流圏域の⽔位周知区間の河道及び洪⽔調節施設の整備状況を勘案し
て、⾼頻度（年超過確率１／５〜１／１０（毎年、１年間にその規模を超える洪⽔が発⽣する確率が１／５〜
１／１０（１０％〜２０％）））、中⾼頻度（年超過確率１／２５〜１／３５（毎年、１年間にその規模を超え
る洪⽔が発⽣する確率が１／２５〜１／３５（２．９％〜４％）））、中頻度（年超過確率１／５０〜１／７０
（毎年、１年間にその規模を超える洪⽔が発⽣する確率が１／５０〜１／７０（１．４％〜２％）））、中低頻
度（年超過確率１／１００（毎年、１年間にその規模を超える洪⽔が発⽣する確率が１／１００（１％））、低
頻度（年超過確率１／２００（毎年、１年間にその規模を超える洪⽔が発⽣する確率が１／２００（0.５％）））
の降⾬に伴う洪⽔により利根川が氾濫した場合の浸⽔の状況をシミュレーションにより算出したものです。 

（3）このシミュレーションの実施にあたっては、⽀川の（決壊による）氾濫、⾼潮及び内⽔による氾濫等を考慮し
ていません。また、前提となる降⾬や河道条件、地形条件等によってシミュレーションの結果は異なり、あく
まで⼀つのシミュレーション結果ですので、この⽔害リスクマップに⽰されている年超過確率と浸⽔頻度が
異なる場合や、浸⽔範囲に含まれていない地区においても浸⽔が発⽣する場合があります。なお、このシミュ
レーションは、各河川における河川整備計画の策定時⼜は各種事業計画⽴案時に事業効果を説明するために
⽤いたシミュレーション結果とは異なる場合があります。 

（4）想定最⼤規模の浸⽔範囲は、⽔防法に基づき公表したものを表⽰しているため、河道条件等が異なります。 
２．基本事項等 
（１）公表年⽉⽇ 令和５年○○⽉○○⽇ 
（２）作成主体及び対象となる河川 

・群⾺県県⼟整備部河川課︓利根川、早川、広瀬川、粕川、韮川、荒砥川、桃ノ⽊川、⾚城⽩川 
（３）実施区間 

・利根川⽔系利根川 
 左岸︓利根郡みなかみ町後閑地先（⽉夜野橋）から⽚品川合流点まで 
 左岸︓渋川市北橘町下箱⽥地先（坂東橋）から伊勢崎市柴町地先（直轄上流端）まで 
 右岸︓利根郡みなかみ町⽉夜野地先（⽉夜野橋）から⽚品川合流点まで 
 右岸︓渋川市下郷地先（⼤正橋）から佐波郡⽟村町⼩泉地先（直轄上流端）まで 
・早川 
 左岸︓太⽥市徳川町地先（徳川橋）から太⽥市前島町地先（直轄上流端） 
 右岸︓太⽥市徳川町地先（徳川橋）から太⽥市前島町地先（直轄上流端） 
・広瀬川 
 左岸︓前橋市上増⽥町地先（桃ノ⽊川合流点）から利根川合流点まで 
 右岸︓前橋市駒形町地先（桃ノ⽊川合流点）から利根川合流点まで 
・粕川 
 左岸︓伊勢崎市市場町地先（⾚堀橋）から広瀬川合流点まで 
 右岸︓伊勢崎市⾚堀今井町地先（⾚堀橋）から広瀬川合流点まで 
・韮川 
 左岸︓伊勢崎市韮塚町地先から広瀬川合流点まで 
 右岸︓伊勢崎市韮塚町地先から広瀬川合流点まで 
・荒砥川 
 左岸︓前橋市⼤胡町地先（⼤川橋）から広瀬川合流点まで 
 右岸︓前橋市⼤胡町地先（⼤川橋）から広瀬川合流点まで 
・桃ノ⽊川 
 左岸︓前橋市幸塚町（⾚城⽩川合流点）地先から広瀬川合流点まで 
 右岸︓前橋市三俣町（⾚城⽩川合流点）地先から広瀬川合流点まで 
・⾚城⽩川 
 左岸︓前橋市富⼠⾒町時沢地先（新⽩川橋）から桃ノ⽊川合流点まで 
 右岸︓前橋市⻘柳町地先（対象⽤⽔）から桃ノ⽊川合流点まで 

（４）算出の前提となる降⾬ 
・年超過確率１／５〜１／１０ 
・年超過確率１／２５〜１／３５ 
・年超過確率１／５０〜１／７０ 
・年超過確率１／１００ 
・年超過確率１／２００ 

（５）河道条件︓現況 
（６）関係市町村 

＜群⾺県＞前橋市、⾼崎市、伊勢崎市、太⽥市、沼⽥市、渋川市、吉岡町、みなかみ町、⽟村町 
＜埼⽟県＞本庄市、熊⾕市、上⾥町 

 
※この⽔害リスクマップは流域治⽔の推進を⽬的としたものであり、⽔防法に基づく図ではありません。 
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